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原著論文

要　　　　　旨

　本稿は、『幼稚園教育要領解説』における造形に関
わる用語について【素材】【用具】【活動】【その他】
の四つのカテゴリーで調査した。「紙、クレヨン、パ
ス、はさみ、のり」など保育現場で扱われていると考
えられる「素材」や「用具」はほとんど出現せず、扱
い方についての記述もないことが分かった。また、

「かく」や「つくる」といった具体的な造形活動につ
いての記述もほとんどないことが分かった。具体的な
保育の展開が示されていないことは、教師の役割につ
いて混乱を生じさせながら、各々の保育現場はこれま
での教育方法を踏襲したり、手探りで教育方法を開発
したりしてきたのではなかろうか。
　幼児期と児童期の教育を円滑に接続することが求め
られている現在、教科書のない保育現場に造形に関わ
る公的な指導資料が必要であると考察した。
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研究の背景

　1956年から1989年まで「幼稚園教育要領」の教育内
容は「健康、社会、自然、言語、音楽リズム、絵画製
作」の６領域で示されていたが、1989年の改訂におい
て、「健康、人間関係、環境、言葉、表現」の５領域
となった。５領域は、小学校での教科の枠組みとは全
く異なり、幼児の発達を見つめる視点のようなものと
して考えられている。領域「表現」も、音楽リズムと
絵画製作を統合したものではなく、幼児が主体的に表
現活動を展開していく教育の理念が反映されているも
のと捉えられる。石川（2013）は、音楽の視点で領域

「表現」の変遷を調査し、幼児の自発的な活動を表現

と捉える方向性について論じている１）。また、関山
（2020）は、造形の視点で領域「表現」の変遷を調査
した上で小学校図画工作の内容「造形遊び」との関連
から子供主体の子供の理念に立った指導の重要性につ
いて論じている２）。さらに松下（2018）は、教師の造
形に対する教科観についてアンケートをもとに考察し
ている３）。これによると、絵の具やパス、のりなどの
素材や用具の扱いに関わる悩みが具体的に挙げられて
いる。造形的な内容についての悩みの72％は、絵画的
活動に関わるものであることも示している。現実に
は、幼稚園教育要領に以前のような領域に属する具体
的な保育の展開が示されていないので、保育現場は教
師の役割について悩みながら手探りで教育方法を開発
してきたのではなかろうか。本稿では、あらためて現
行の幼稚園教育要領（2017年改訂）に着目し、造形的
な表現についての考え方や保育の具体がどのように示
されているのかを調査したい。

研究の目的

　2018年から実施されている幼稚園教育要領では、造
形的な表現についてどのように示されているのだろう
か。本研究の目的は、平成30年３月発行の『幼稚園教
育要領解説』（以下、『幼稚園教育要領解説』）におけ
る造形的な表現に関わる用語や記述について調査し、
現在の幼稚園教育における造形的な表現の考え方や取
り扱い方について考察することである。

研究の方法

　本稿は、『幼稚園教育要領解説』に示されている造
形的な表現に関わる用語や記述について拾い上げて考
察する。幼小の接続という視点で考えると、小学校の
第１学年及び第２学年では、どのような造形的な表現
に関わる用語が用いられているのであろうか。平成29
年７月発行の『小学校学習指導要領（平成29年告示）
解説図画工作編』（以下、『小学校学習指導要領解説図
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画工作編』）に示されている用語を参考にしてみたい。
『小学校学習指導要領解説図画工作編』には、「内容の
取扱いと指導上の配慮事項」として学年に応じた材料
と用具が示されている。例えば、第１学年及び第２学
年では、「土、粘土、木、紙、クレヨン、パス、はさ
み、のり、簡単な小刀類など身近で扱いやすいものを
用いること４）」となっている。このような造形に関わ
る用語は、『幼稚園教育要領解説』ではどうなってい
るのだろうか。
　本稿では、『幼稚園教育要領解説』における、造形
的な表現に関わる用語を【素材】【用具】【活動】【そ
の他】の四つのカテゴリーで調査した。「土、砂、紙、
木」などは【素材】とした。「砂」に関連する「砂場」
も、「クレヨン、パス、絵の具」も【素材】のカテゴ
リーに含めた。「はさみ、のり、簡単な小刀類」など、
何かをつくるときの道具的な要素が強いものは【用
具】とした。「見る、かく、つくる」などの行為は

【活動】とした。「形、色、造形、作品」などの造形に
関わる用語は【その他】とし、これらに関わる記述も
含めて検討した。

結果と考察

　表１は、『幼稚園教育要領解説』における造形的な
表現に関わる用語とその出現回数である。これをもと
に【素材】【用具】【活動】【その他】の四つのカテゴ
リーで考察していく。

【素材】
　『小学校学習指導要領解説図画工作編』に示された
ものを参考に『幼稚園教育要領解説』においてカウン
トすると、「土」：10回、「粘土」：３回、造形的な表現
の素材としての「木」：１回であった（木の葉、積み

木、木の芽、木の実、樹木、木の枝などの「木」は、
10回）。「紙」（「紙飛行機、包装紙、広告紙」を含
む）：６回、「クレヨン」：０回、「パス」：０回であっ
た。幼児教育の現場で必ず扱われているはずのこれら
の素材の出現回数が非常に少ないことが分かった。描
画材料としての「クレヨン」、「パス」については全く
記述がないことが分かった。
　「泥（「泥団子」を含む）」：４回、「砂」：７回、「砂
場」：６回、【その他】の「感触」：２回という結果か
ら、素材を触る遊びに関わる用語の出現が数回ではあ
るがあることが分かった。しかし、あると予想した

「ぬりたくり（ぬたくり）」は、０回であった。
　「素材」という用語は、42回カウントされた。これ
らは、具体的な素材を例示しているのではなく、

「様々な素材」や「身近な素材」という広い概念で解
説していた。

【用具】
　「絵の具」と「水彩絵の具」は、【素材】のカテゴリ
ーに含めた。「水彩絵の具」は、『小学校学習指導要領
解説図画工作編』では、第３学年及び第４学年からの
材料・用具として示されている５）。これは、筆やパレ
ット、筆洗バケツも含めた用具の扱いについての指導
は、第３学年から行うものと読み取れる。しかし、ほ
とんどの幼稚園において「水彩絵の具」を使っている
のが実態であろう。しかし、『幼稚園教育要領解説』
では、「絵の具」：１回、「水彩絵の具」：０回であった。
また、「筆」：０回、「パレット」：０回、「筆洗バケ
ツ」：０回であり、扱いに関わる記述もなかった。
　必ず記述があると予想した「のり」と「はさみ」
は、共に０回であった（「はさみ」は、用具としての
記述はなく、幼児が「はさみ」という言葉への関心を
示す事例として１回出現している６））。「簡単な小刀
類」：０回であった。「のり」は、どの指でどのように
つけ、貼るかという場面においてそれぞれの幼稚園で
話し合われていることであろう。「はさみ」は、３歳
児クラスから個人持ちの用具としている幼稚園が多い
はずである。危険な用具の一つであり、扱い方の指導
が必要な用具であると考えられる。「かなづち」：２回
は、用具は幼児が自らの手で使い方を獲得していくも
のであることを説明する記述で出現している７）。「用
具」は37回出現しているが、具体的な用具を挙げてい
ないこと、具体的な用具の扱い方に関わる記述がない
ことが分かった。

【活動】
　造形的な意味と考えられる「見（る）」は80回カウ
ントされた。「木の葉を木の葉として見るだけではな

42 37 80 72
10 2 41 46
7 0 28 33
6 0 20 20
6 0 12 16
6 0 10 8
4 0 9 7
3 0 6 5
1 4 2
1 2 2
0 2
0 1
0 1

【素材】 【用具】 【活動】 【その他】
素材 用具 見る イメージ
土 かなづち 作る

製作 感触
絵の具 操作

絵本
砂 はさみ つくる 形
砂場 のり 発見 色

作品
クレヨン 思い描く
パス 貼る

水彩絵の具

紙 簡単な小刀類  見立てる 図形
段ボール 筆 見付ける 創造

泥 パレット かく 絵

描く

粘土 筆洗バケツ 作業 造形
木

表１　造形的な表現に関わる用語と出現回数
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く、器として、お金として、切符として見たりする
８）」といった記述は、幼児が遊びの中で周囲の環境に
様々な意味を発見する事例である。「絵本を見る」と
いう記述はあるが、自分たちが「かいた絵を見る」、

「つくったものを見る」といった記述はなかった。作
品に着目した鑑賞教育の重要性については、幼稚園教
育においても触れられるべきではなかろうか。具体的
な実践も求められると考える。
　「見立て（る）」は12回であった。「やがて線がかけ
ることや形が組み合わされて何かに見立て、遊びのイ
メージをもち、それに沿ってかき加えたり、つくり直
したりする場合もある９）」といった記述からは、「見
立て（る）」や「イメージをもつ」ことが重要な造形
活動であることを示している。「発見」は20回、「見付
ける」は10回であった。
　「描く」は１回、「思い描く」は２回、造形的な意味
での「かく」は９回だけであった。また、造形的な意
味での「つくる」は28回、「作る」は41回、「製作」：
４回、「操作」：２回、「作業」：６回であった。「かく」

「つくる」に関わっては、「お店屋さんごっこでは、い
ろいろな品物を工夫してつくる姿が見られる。それ
は、遊びの中での必要性から生まれてきたものであ
り、幼児の思いや願いを実現する行為であると同時
に、形や色の変化や組み合わせを楽しむ行為でもあ
る。幼児は、かいたり、つくったりすることを楽しみ
ながら、同時に、自分の思いを表したり、伝えたりし
て遊んでいる10）」といった幼児の遊びの姿の記述があ
った。また、段ボールを用いて遊ぶ事例を挙げて遊び
の指導や環境構成について説明している記述11）があ
ったが、その他には「〇〇を用いて□□をかく、つく
る」といった具体的な記述はなかった。保育の場面で
の頻度が高いと予想される「描く」「かく」は、非常
に少ないことが分かった。「貼る」は１回のみで「の
り」の０回と連動している。

【その他】
　造形的な意味での「形」は、33回、「色」は、20回

（色水３回を含む）であった。造形活動において、造
形要素の代表である「形」と「色」に着目することが
重要であることは言うまでもない。「図形」は、16回、

「造形」：５回、「作品」：２回であった。「イメージ」
は、72回であった。「イメージ」は、心の中に、像が
浮かぶことであり、先に述べたように造形活動に関わ
る重要な用語と考えられる。これは、領域「表現」の
ねらいの一つとして「生活の中でイメージを豊かに
し、様々な表現を楽しむ12）」ことが挙げられているこ
とからも理解できる。
　「作品」については、「集団で一つのものを作った

り、それぞれが役割を分担して一つのことを成し遂げ
たりすることを通して（中略）このような集団での活
動を通して、自分たちのもの、自分たちの作品、そし
て、自分たちの学級という意識が生まれ、（後略）13）」
という記述があり、具体的な保育の場面を例として示
しながら、集団生活と教師の役割に関わる解説をして
いる。「絵」は７回に止まり、「絵本」は46回カウント
された。幼児が主語の「創造（創造性、創造的を含
む）」は８回であった。

まとめ

　本稿は、『幼稚園教育要領解説』における造形に関
わる用語について【素材】【用具】【活動】【その他】
の四つのカテゴリーで調査した。『小学校学習指導要
領解説図画工作編』に何度も使われている「形」や

「色」「イメージ」は、『幼稚園教育要領解説』でも、
何回か使われていた。『小学校学習指導要領解説図画
工作編』では、表現及び鑑賞の各活動において、共通
に必要となる資質や能力を〔共通事項〕として示し、

「形」「色」「イメージ」がそのキーワードとなってい
る。『幼稚園教育要領解説』においても幼児が着目す
る造形要素としてある程度出現していると言える。
　出現回数が比較的多かった「素材」「用具」は、広
い概念で使われ、「素材」「用具」という一括りで説明
されていた。具体的な「粘土、木、紙、クレヨン、パ
ス、はさみ、のり」など保育現場で扱われていると考
えられる素材名や用具名はほとんど出現せず、「絵の
具」は１回のみであった。素材や用具の具体的な扱い
方についての記述もないことが分かった。また、「つ
くる」や「作る」は、何回か使われているが、保育の
場面での頻度が高いと予想される「かく」や「描く」
といった「活動」を表す用語は非常に少なく、具体的
な造形活動についての記述がほとんどないことも分か
った。「教師が様々な素材を用意したり、多様な表現
の仕方に触れるように配慮したりして、幼児が十分楽
しみながら表現し親しむことで、他の素材や表現の仕
方に新たな刺激を受けて、表現がより広がったりする
ようになることが考えられる14）」、「自分の気持ちを一
番適切に表現する方法を選ぶことができるように、
様々な表現の素材や方法を経験させることも大切であ
る15）」と示しているが、「例えば、〇〇を用いて□□
をかく、つくることが考えられる」といった具体的な
記述はなかった。特定の表現活動に偏ることを避ける
ために『幼稚園教育要領解説』には具体的な記述はし
ないということであろうか。パスや絵の具を用いた技
法遊びなどは、保育雑誌等を参考にするということで
あろうか。
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　 『幼稚園教育要領解説』は、幼児の主体的な学びを肝
要とする環境を通して行う教育について一貫して述べ
ている。例えば、「くぎをうまく打ちつけるにはどう
すればよいかを、上手に打っている友達や教師の動き
をモデルにしてその動きをまねたり16）」と、用具との
関わりの場面を挙げて、幼児が自ら興味や関心をもっ
て試行錯誤を繰り返し、自らの手で使い方を獲得して
いくことが環境を通しての教育であると述べているの
である。
　しかし、『幼稚園教育要領解説』に具体的な保育の
展開が示されていないことは、教師の役割についての
混乱を生じさせながら、各々の保育現場はこれまでの
教育方法を踏襲したり、手探りで教育方法を開発した
りしてきたのではなかろうか。
　令和２年発行小学校第１学年用の図画工作科教科書

（日本文教出版）は、巻末辺りに絵の具の使い方（図
１）やはさみの使い方（図２）が図を用いて示されて
いる。児童や教師にとって、大変分かりやすい資料と
言えよう。
　領域「表現」は、様々な表現の姿を包括しているこ
とは言うまでもない。領域は、小学校における「教
科」のような枠とは異なるものであるが、幼児期の教
育と児童期の教育を円滑に接続することが求められて
いる現在、造形活動の具体が示されていないことにつ
いては、教科書のない保育現場は、何をよりどころに
し、どのように実践しているのであろうか。幼小の連
携の取り組みが求められて久しいが、そのキーワード
としての「接続」は、「幼児教育と小学校教育を滑ら
かにつなぐ」という意味合いで用いられ、幼小連携に
おいては、幼稚園・小学校双方の「カリキュラムをつ
なぐ」ことが「接続」の最終的な目標とされる。幼稚
園においては、教科書はない。教師にとって造形に関
わる公的な指導資料が必要であると考える。
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